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９⽉１⽇の防災の⽇を前に、洪⽔時の⽔位予測が⼤幅に⾒直しされる 
 
本⽇の神⼾新聞の記事では、加古川が氾濫した場合の、その氾濫原の広さが⼤幅に拡⼤した
こと、そしてその⽔深も予想を超える深さとなることが⽰された。 
 
何百年に⼀度、
千年に⼀度、気
象庁の計測が始
まって以来、な
どと記録ずくめ
の昨今である。
気象庁としても
何が起こっても
不思議ではない
との考え⽅で、
本資料を作成し
たものと考えら
れる。 
 
もしこのような
⽔害が起こった
とすると、避難
場所は⾼台しか
ない。10m 規模
の深さに⾄る洪
⽔ともなれば、
加古川市上荘町
国包に江⼾時代
に築かれた築⼭
でも対処できな
い 可 能 性 が あ
る。ましてや、加古川市の南部や⾼砂市に⾄っては、その避難先の⾒当もつかない。加古川
市や⾼砂市は、市として早急に地域ごとの避難場所の決定と、その公知が求められる。 



加古川市のホームページより（本⽇現在） 
 
この洪⽔ハザードマップでは国包は 
冠⽔しないことになっている。 
 
新聞記事では、５〜10m の冠⽔の 
可能性ありとなっている。 
 
国包の築⼭ 
 ５ｍの冠⽔に対処できたとしても 
 10m では対処できない。 
 加古川市指定の天然記念⽊に登れば 
 助かる可能性はある。 

 
 

 
 


